




Author(s)桐野, 俊輔; 藤井, 達也; 趙, 継澤; 上田, 和夫
























1) A. J. Daley" C. KollathぅU.Schollwるckand G. Vidal: J. Stat. Mech.: Theor. Exp. (2004) 
P04005: 
2) S. R. White and A. Feiguin: Phys. Rev. Lett. 93 (2004) 076401. 







15Jt;:FE--一一一....'" -_ "':. .: ..:. '. . 
iJ/ 、 ¥1， L=40むしひ'1=0，exact -一一一¥
1 f L=田，び11=0，Keldysh -------
0.5 ~ f L=64，Ult=O， TdDMRG(;';;-側}…一
I L=64，Ult=1， TdDMRG(m=600} ， 
I L=64，ぴIt=2，TdDMRG(m=600} 一ー一





o 5 10 15 20 25 30 35 0 o 0，2 0.4 0.6 0.8 1 1.2 1.4 
τ{五件 eV/t 
図 1::有隈のバイアス電圧 (eVjt= 1.0)を
加えてからの電読の持関変化。電読がlまぼ
一定f直を取る碍間帯が晃られるo U=Oで
はTdDMRGから得られた定常電読の績は
議密な穏と一致しているむ
国 2:撤分コンダクタンスのバイアス電圧
依存性(Ujt = 2)。ゼロ磁場ではunitari勺f
limit(2e2 jめの檀のゼロバイアスピ←クが、
有限磁場ではZeeman分裂(2h)のところに
分裂する振る舞いを再現している G
??????
